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今日のお話

•京大病院における自然言語処理研究の
紹介

•ライフログの足音
•医療情報の現状（と今後）
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背景
医療の情報化

病院情報システムの実用化
地域医療連携の促進
WWWの爆発的普及

病院内外における医療情報の爆発的普及

多メディアへの適応
データベース、画像、映像、テキスト情報
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入力インタフェースとしてのフリーテキスト

再利用を考えると・・・
データベースを構築
・Fill in blank入力はそれほど効率がよい訳ではない
・選択肢を選択できるということは、全ての選択肢
を知る必要がある
・過剰な標準化・標準化のための標準化

入力のし易さを考えると・・・
・非定型な情報ほどフリーテキスト（うまくDBと組み合わせ）
・知識をデータベースで表現しうる範囲は意外と少ない
・WWWはテキストベース、カルテ記載もほとんどテキスト
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目的
• フリーテキストで記載された知識から、多角的
に様々な知識を抽出できればうれしい

類似症例検索等の意思決定サポート
医学知識の効率的な獲得

教科書

症例（カルテ）

→あわよくば自動診断

症例（カルテ） WWW

教科書 論文

DPC

MML

Open
EHR

HL7
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言語解析

•単語・辞書
•形態素解析
•係り受け解析
•構文解析

ヒトの言語処理をモデル化
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オントロジ

http://ontsupport.enegate.jp/ontology/modules/tinyd2/

知識を体系化する

法造HPより

http://www.m.u-tokyo.ac.jp/medinfo/ont/
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ひとつの視点

• 本当に「ヒトの分析」結果が必要なのか？
• 人が文章を理解するメカニズムが解明できれ
ば、機械に知的な活動をさせられるのか？

• たぶんyes→わかればわかるほど役に立つ
• 本当に「医学知識」の体系化が必要なのか？
• あれば役に立つ・・・が、今の医学の体系が一
つのオントロジで表現され得るかはわからない
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コンピュータに知的な振る舞いをさせる

• ユーザがコンピュータに「こいつ賢いなぁ」
と思うのはどのような時か？
GoogleのPageRankのインパクト

「人気のサイトからリンクされたサイトはまた人気がある」
→中身をみていない

経験則に知性をみる

人工無脳へのツッコミ
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文章「理解」
現在の自然言語処理の得意分野→自動分類

文章内の特徴語を抽出し、その特徴語が多く含まれる
分類にアサインする

TF・IDFヒューリスティクス

任意の単語があるページに多く出現(Term Frequency)し、
その他のページに含まれない(Inverse Document Frequency)場合
その単語はそのページ群において特徴的である、という経験則
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類似症例検索

• 過去の類似した症例を検索することで、今後
の診療の参考にする

• 病名等ばかりではなく、診療のプロセスが近
い症例（とする）

では、類似症例とは？
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文章の「流れ」の理解
・記載内容を「医学知識」から同定する

・オントロジの利用

・書き手の「書き方」から同定する
・客観的な文章の記載には、ヒトの記載のための知識(コンテキスト)
が介在している

Observation/Diagnostic/Therapeutic（ODT） Cycle

Context Based Structure(CBS)

「診断/治療サイクルに基づく文章記載」

「状況に基づく文章記載」
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文章の流れの把握
文に対して、 O/D/Tのラベルを人手で付与

T: 入院時より、 

T: すでにリマチルを含むすべての薬剤はOFFになっていた。 

O: DOEの増悪、 

OD: 胸部レントゲンの陰影の憎悪がリマチル内服時に一致していたことより 

        リマチルによる薬剤性肺炎を疑った。 

O: リマチルのDLST,  

O:パッチテストでは陰性であった。 

･･･ 

人がふった ODTラベルを機械学習（SVM:Support Vector Machine）

文章の流れを自動的につかむ

流れをつかむことができると・・・
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文章どうしの比較
流れを含めた文章どうしの比較→類似症例の検索

文書A 文書B 

O: 喉が痛いとの訴え。 

　　頭痛もあり。 

D: 風邪と判断。 

T: 薬を処方し、睡眠を取る 

　　ように指導。 

O: 咳が続くようになった。 

　･･･ 

　･･･ 

O: 喉に違和感がある。 

D: ･･･ 

　･･･ 
O: 咳が出たが、収まった。 

　･･･ 

O:「喉」!O:「咳」 

という 

前後関係

類似度を加算 

類似度の高いものを類似文書とする

1サイクル以内（ODTサイクル）
　･･･ 

O: 頭痛がした。 

D: 風邪と判断。 

T: 風邪薬を処方した。 

O: 咳が出た。 

D: 悪化している。 

T: 咳止めの薬を処方した。 

　･･･ 

関連あり

同じ分類

　･･･ 

O: 頭痛がした。 

D: 風邪と判断 

　･･･ 
O: 咳が出た。 

　･･･ 

O: 改善した。

関連あり

関連あり

全体の　

流れとして

（岡本、竹村、2005）
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類似症例の抽出

1.同じ病名のサマリを抽出することができるか？

退院時サマリを対象として、ODTモデルとベクトル空間
モデルで比較（そもそも抽出できるのかも含めて）

5病名（2型糖尿病、肺癌、狭心症、子宮筋腫、脳梗塞）、20症例づつで比較

正解率：ODT: 72.0%, ベクトル空間: 77.6%

2.同一疾患のサマリの中で類似症例を抽出することができるか？
肺癌サマリ22例に対して、医師の判断と比較
（ランキング方式： 1位3点、2位2点、1位1点）

得点：ODT: 36点, ベクトル空間: 22点



Department of Medical Informatics
Graduate School of Medicine
Kyoto University

Department of Medical Informatics
Graduate School of Medicine
Kyoto University

良い文章、悪い文章

情報に過不足のない「良い」インシデントレポート:
典型的な書き方(CBS)が存在

patient summary

process before 
accident

diagnosis and care

treatment

underlying cause

measure
writing flow

main 6 labels
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内容の自動判断/ナビゲーション

 

内容の判断/次に記載
する内容をナビゲート

(Takemura, Kim 2007)
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シェーマの位置情報の利用

• 画像+文字情報の
組み合わせ

• 画像のセグメント
にメタ情報を持た
せる

• 類似症例検索

 

腫瘤あり 
腫瘤あり 

腫瘤あり 

上行結腸 

S 字結腸 

横行結腸 

下行結腸 
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あいまいな医療情報の私
• 今までの医療情報（学）
• 何とか診療に資する情報を獲得したい
• 何とか病院運営/医療社会に資する情報を獲得したい
• 使える形で獲得したい→構造化

• 利用者に優しい形で獲得したい→マルチメディア/ヒューマン
インタフェース

• 情報を入力させて、HIS内のデータをリッチにする

そんなばあいじゃないかも
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ライフログの足音
•生活（Life）記録（Log）
• 人間生活の全ての行動を記録する
• 記録したものをどうするか・・・はわから
ない

• コンセプトとしては目的志向型ではない、とって
みて考える（情報？データ？）

• 個々に目的化したサービスが展開されつつある
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研究レベル

http://www.i.u-tokyo.ac.jp/news/focus/090115_1z1.shtml

東大相沢研究室

東大廣瀬・谷川研究室
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実現レベル
• Goo からだログ（NTTレゾナ
ント）

• 体重、ウエスト等を測定し、日々
記録する

• FoodLog（相澤研究室）
• 日々食べた食事を携帯で撮影
• 自動的にバランス等を算出
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ライフログを支える技術
•ウェアラブルコンピューティング/ユビ
キタスコンピューティング

• 携帯電話／GPS
• HMD（Head Mount Display）
• （Wii、タニタの体重計）

無意識下で情報を獲得したい（発信したい）



Department of Medical Informatics
Graduate School of Medicine
Kyoto University

情報発信の変遷
• 特定の場所で、特定の人が
• マスコミュニケーション

• 個人ホームページ／ブログ
• Twitter/Google Latitude（場所情報）
• 「つぶやく」（視聴者をイメージしないが発信する）

• 携帯デバイスとの高い親和性、各種デバイスとも高い親和性

• おならをつぶやく椅子

• ライフログ
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情報にさらされる医療

• 様々なロギング/情報発信手法が実現
• ブログ、ライフログ
• 病院情報システム→医療行為のロギング
• 映像、音声、位置情報、モーションキャプチャ
• 医療が求めるか否かは別問題

「医療」はどんな情報が必要で、どんな情報が必要
でないか峻別するできるのか？
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肥大化するログ

• 医学/医療が要求するログを獲得
• 病院情報システムの肥大化
• なんかデータ使えそう→マイニング

• ユビキタス/ネットワーク社会
• ブログからライフログへ
• 監視カメラ/Nシステム/クレジットカード

意識的・無意識的を問わず

↑現在の医療情報学はこのあたりがターゲット
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「たいせつな」権利
• プライバシー権
• 私生活の自由：自分の情報は自由に使わせない

• 自己情報のコントロール権
• Monster Patient化する患者さん

↑現在の医療情報学はここが議論の対象

↑むしろこちらの方が医療に大きな影響を与
えるのでは？
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想定されるシナリオ
• 医療者に患者の情報が「PUSH」される
• 投薬した薬剤を服用した/しない
• 他の病院での検査結果が送信される
• 患者が全ての情報を「開示」している（=医
療者が患者の情報を「PULL」できる）

• 実際医療者はデータを閲覧できる
• 開示された情報を見なかった場合、責任は誰に？
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とりあえず、どんな情報に曝されるのか

•ブログ／webコンテンツ
• 人々の情報の発露（=ログ）
• どんな知識が出現しているのか？
• 医療の話題
• 病院・医師の評判（うわさ）
• 京大病院情報システムのうわさ、メールシステムのうわさ

• 治療法（健康法）
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用語性判別　(Googleに聞いてみよう)

今、どんな用語が使われているの？

Takemura (2007)
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医療web検索エンジン
• MANDARA（まんだら）
• 医療専門職か否かで検索結果を返る
• 検索質問：キーワード＋カテゴリ
• キーワードマッチング
• カテゴリによる重み付け
• 静的スコア
• TF・IDF値 まんだらや（城崎温泉）
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インタフェース

– 医療従事者／非医療従事者2つのインタフェース

石田、竹村, 2006
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位置情報ログ

徘徊老人/介護従事者の位置情報取得
→自動日誌作成

Ekahau Positioning Engine
Aeroscort/Cisco

ME機器の利用情報をHISに飛ばす

Ashida, Takemura, 2007

Takemura, Kuroda, Kume, 2008

→ウェアラブルでバイスを組み合わせて
位置と動きで情報を同定
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ライフログ×医療
e-ナイチンゲールプロジェクト

目的が所与的なら、作り込みが可能（指示受けを行えないか？）
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言語/ライフログ/医療
• 医療における言語情報（電子カルテ）は、医療が情報に
さらされる序章

• 目的が所与的でない「マイニング」という研究スタン
スが生まれる

• 結果も「医療が求める」精度かは分からない
• しかし、背後に「ライフログ」という情報が控えている
• 挙げ句、送りつけられる可能性がある
• その時、医療はどう対応するのか？
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まとめ

• 言語もデータとして扱える環境が整いつつある
• 言語情報に限らず、「医療」が要求および再利用を意図しない
情報にさらされつつある

• マルチメディア、位置情報、モーション、ログ
• 実学としての医療が受け止める準備があるかはわからない
• 知識のひとつの発露形態としての言語情報およびよりプリミ
ティブな情報であるライフログから、今後の医療情報（学）の
あり方を模索していきたい
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最後に

医療の情報化から

→情報化する医療へ


